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千葉銀行の提携戦略

３つのアライアンスを展開

3

本店所在地

店舗所在地

➢ 各地域のトップ地銀10行が参加

➢ 総資産96兆円とメガバンクスに

次ぐ規模 (2022/3時点)

2015/10

2016/3

2019/3･5

2020/4

2020/12

● T&Iイノベーションセンター設立 (2016/7)
※TSUBASAアライアンスで設立したFinTech企業

● TSUBASA FinTech 共通基盤稼働 (2018/4）

● TSUBASAアライアンス㈱設立 (2020/7）

同社内にAMLセンターを設置 (2020/10)

● TSUBASAアライアンス㈱内に
事業戦略部を設置 (2021/10)

広域連携

首都圏連携

●千葉･武蔵野アライアンス発足 (2016/3)

● TSUBASAアライアンス発足 (2015/10)

●千葉･横浜パートナーシップ発足 (2019/7)
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30 

53 

65 

79 

2 

7 

11 

15 

32 

60 

77 

94 

～2019/3 2020/3 2021/3 2022/3

(億円)

提携効果額

3年で200億円超の提携効果額を積み上げ

4

54 

144 

226 

2020/3 2021/3 2022/3

(億円)

3アライアンス合計 累計提携効果額 (当行単独)

3アライアンス発足後（2019年度～）
合計累計効果額

226億円

うち､TSUBASAアライアンスコスト累計削減効果額 (当行単独)

2015/10

基幹系システム
・サブシステム

その他

今後5年(2022/4～2027/3)

累計効果額見込み
(基幹系システム･サブシステム)

約50億円
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システム経費

5

アライアンス活用、過去からの低コスト運営の徹底により、システム経費を抑制

74%

46%

11%

27%

15%

27%

地銀平均 千葉銀行

【保守･維持】

【新規開発 (前向き) 】

◼売上拡大 ◼経費削減 等

【新規開発 (態勢強化)】

◼セキュリティ対策
◼法改正
◼BCP対策 等

地銀平均：金融庁｢金融機関のITガバナンス等に関する調査レポート｣

千葉銀行：2022/3期実績

IT関連投資･経費の目的別割合

システム投資案件の審査体制

費用見積額 決裁方法

30百万円超 システム投資審査委員会

50百万円超
システム投資審査委員会

及び、経営会議

システム投資審査委
員会･経営会議で､

投資効果を最長
5年間確認し
投資妥当性を検証

アライアンス活用や過去からの低コスト運営の徹底により、
システム経費を抑制

保守･維持費用を抑制することで、前向きを中心とした新規
開発に多くの経営資源を配分 345 341 351 

375 382 

55.2% 54.7% 54.6% 55.0%

52.0%

2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3

(億円)

システム経費

他

物件費

OHR

OHR・物件費・システム経費の推移
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6

TSUBASA FinTech共通基盤

新しいサービス・機能は共通基盤で開発し、サービス提供は全て共通基盤経由で

銀行
ｼｽﾃﾑ

API

外部
ｻｰﾋﾞｽ

新
ｻｰﾋﾞｽ
基盤

外部
API
基盤

ｻｰﾋﾞｽ
ｺﾝﾃﾝﾂ
基盤

API

API

外部
連携
ｻｰﾋﾞｽ

API

お客さま ｱｸｾｽﾁｬﾈﾙ

ﾓﾊﾞｲﾙﾎﾟｰﾀﾙ
法人ﾎﾟｰﾀﾙ

TSUBASA FinTech共通基盤コンセプト

全体像

既存のインターネットバンキング（IB）にとらわれず、
広く外部と連携できるようにする

既存のIBの制約から逃れ、自営システムの位置づけとする

既存IBに支払う従量制料金の制約から解放される

「可能な取引」「対象ユーザー」の拡大

「柔軟に、スピーディに開発」

「固定料金により、連携を加速」

API実績

TSUBASA FinTech 共通基盤

2 8 
42 64 70 9 

40 

108 

171 
196 

'19/3 '20/3 '21/3 '22/3 '22/6

(万)

個人ユーザーID数

うち､
千葉銀行

T&I
全体

4 
22 39 43 

23 

61 

102 
121 

'20/3 '21/3 '22/3 '22/6

(百万)

月間API利用数

うち､
千葉銀行

T&I
全体
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2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

TSUBASA（翼）プロジェクト発足
千葉・第四・北國・中国・伊予（2008.03)

東邦参加
（2012.04)

千葉・第四・中国基幹系
システム共同化基本合意（2012.10)

北洋参加
（2015.08)

基幹系
システム

次世代基幹系システム
共同研究

（事務・商品サービス・テクノロジー面）

TSUBASA（翼）
アーキテクチャー策定

千葉勘定系
ベースの共同

化についての予
備検討

千葉・第四・中
国の共同要件

定義
千葉・第四・中国の共同開発プロジェクト

千葉稼働（2016.01)

主なサブ
システム

第四稼働（2017.01)

中国稼働（2017.05)

テレフォンバンキングシステム更改 ＜千葉・第四・北國＞ （2010.03）

CRMシステム更改 ＜千葉・第四・北國・中国・伊予＞ （2010.07）

※ 導入時期は当行ベース

営業店システム更改 ＜千葉・第四＞（2011.09） ＜東邦＞（2012.04）

営業店サーバ更改 ＜千葉・第四＞（2017.06）

コールセンターシステム更改＜千葉・第四・中国＞（2017.11）

TSUBASA システム共同化の歴史 ①

8

T&Iイノベーションセンター
設立（2016.07）

主要
イベント
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※ 導入時期は当行ベース

9

9

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

北洋基幹系システム
共同化基本合意
（2018.07)

第四・北越システム統合 第四北越サービスイン（2021.01)

全銀RC
（モア）

TSUBASA Smile＜千葉・第四北越・中国＞(2020.01)

汎用ペーパーレスシステム ＜千葉・中国＞（2022.06）

東邦基幹系システム
共同化基本合意
（2019.09)

千葉・中国ホスト基盤更改

北洋 TSUBASA基幹系システム共同化プロジェクト

東邦 TSUBASA基幹系システム共同化プロジェクト

中国サービスイン（2022.01・03)

北洋サービスイン（2023.01)

東邦サービスイン（2024.01)

全銀RC
（コア）

内部API
基盤

TSUBASA システム共同化の歴史 ②

千葉サービスイン（2022.03・05)

デジタル通帳＜千葉・北洋 ＞(2019.02)、＜第四北越＞(2019.04)、＜中国 ＞(2019.05)、＜東邦＞(2019.10)、 ＜琉球＞(2021.09)

個人アプリ ＜千葉＞(2020.04)、 ＜武蔵野＞(2021.01)、＜中国＞(2021.07)、＜琉球＞(2021.11)、＜群馬＞(2022.04)

ATMソフトウェア＜千葉・東邦＞

次期基幹系システム 検討

基幹系
システム

主なサブ
システム

主要
イベント
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10

スケールメリットによるコスト削減 システム人材の育成

1階部分

2階部分

3階部分

ベースシステム（当行）

「共同利用型システム」(共同システム)

勘定系、対外系、データ連携システム

自振システム、外為システム

新規開発される
「共通利用機能」

新規開発される
「個別利用機能」

TSUBASA共同化システム

各行が対等な立場で、基幹系システムおよびサブシステムを共同開発、共同利用、運用保守共同委託

基幹系システム共同化のメリット

基幹系システム共同化の構造

各行による個別機能の
追加可能な構造

共通開発部分

基幹系システムの共通化によって、戦略投資エリアである
サブシステム領域でのコスト抑制効果の最大化も目指す

商品開発・サービス提供
のスピードアップ

当行のホストシステムを改修した
共同利用型システム

初期
パッケージ
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11

TSUBASA

Visaカード

個人アプリ
システム

外部連携
アプリ

TSUBASA
ちばぎん
ｷｬｯｼｭﾚｽ
加盟店 全銀ＲＣ

(コアタイム･モアタイム)

勘定系

預
金

為
替

融
資

ｾﾝﾀｰ
ｶｯﾄ

外
為

業務共通

バッチ

対外
接続

情報系-データ連携

基本データ
蓄積処理
(ODS)

基本DＢ
目的別ＤＢ

チャネル
連携システム

自振
システム

内部API
基盤

個別データ
連携(DWH)

基本DB

コンビニATM等

法人ポータル
システム

処理結果を電子で記録
つづる・送るという事務なし

営業店が紙を送るのでなく
本部がデータベースを確認

電 子 で 受 付
（行員の入力も可能）

システムが自動で情報取得
・手順　→　ナビゲート

一度の入力で完結
（何度も書かせない）

見
直
し
後 処理データ

営業店システム

本部端末

ＡＴＭ

C  R  M

営業融資支援

AMLシステム

･
･
･

テレフォン
バンキング

コールセンター

TSUBASA
Smile

振込管理システム

営業店端末

基幹系システム共同化の範囲

勘定系・対外系のオンライン・バッチ、チャネル連携、内部ＡＰＩ基盤などを共同化

TSUBASA
Fintech
共通基盤

現在の基幹系システム サブシステム 営業店・本部

外部接続先

お客さま

･
･
･

対外系
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12

開発・運用の委託
要員出向によるコアスキル維持・ガバナンス確保

共同運営協議体
（各社合議体）

・共同化スキーム企画、運営
・共同開発案件の調整
・所管部門間の情報交換 等

共同開発組織
（日本ＩＢＭ）

・システム運用の主体
・各行より出向受入 等

共同運用組織
（キンドリルジャパン）

・システム開発の主体
・各行より出向受入 等

共同プロジェクト運営

基幹系システム共同化全体スキーム

アプリケーションの開発保守を日本ＩＢＭ、基盤運用をキンドリルジャパンに共同で委託し、開発や運用の費用を按分
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13

サイト構成

２ヵ所へのホスト設置、３ヵ所でのシステム運用によるバックアップ体制

(ホストと同様)

ディスク
装置

【運用】

（D･E銀行の災害時運用）

ホスト中継サーバー等

【本番】

ホストシステム

【災対】C･D･E銀行

A銀行センター

管理・共同オペレーター

センター間
ネットワーク

データ伝送＆
ディスクコピー

A銀行 B銀行

A銀行 / B銀行

【運用】

C銀行センター

C銀行

ディスク
装置

【運用】

（A･B･C銀行の災害時運用）

【本番】

ホストシステム

【災対】A･B銀行

D銀行センター

(ホストと同様)
ホスト中継サーバー等

管理・共同オペレーター

C銀行

D銀行 E銀行

D銀行 / E銀行
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14

企画検討 設 計 開 発 テ ス ト 本番提供判定

要件検討やレビュー・承認、受入試験を職員が実施する体制としており、重要部分のノウハウは維持

開発体制

開発工程における役割分担

システム部門職員数

72 
89 

2017/4 2022/4

(人)
➢ スキル、管理・チェック機能を維持するため、要員の削減

は実施せず

➢ DX推進や円滑な世代交代を進めるため、システム部門
の職員の増加を図る

要件定義

銀行

要件定義

アウトソース先

設 計 開 発
テスト

受入試験

レビュー・
承認

レビュー・
承認

レビュー・
承認

承 認
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15

基幹系システム共同化（地銀）

TSUBASA
（3→5行）

千葉、中国、第四北越、
東邦、北洋

Flight21
(4行）

福岡、広島、十八親和、
熊本

Chance
（8行）

常陽、足利、百十四、
十六、南都、北九州、
山口、もみじ

じゅうだん会
（7行）

八十二、山形、武蔵野、
筑波、阿波、琉球、宮崎

地銀共同センター
（13行）

京都、岩手、池田泉州、
青森、福井、千葉興業、
秋田、四国、山陰合同、
鳥取、大分、愛知、
西日本シティ

MEJAR
(5行）

横浜、北陸、七十七、
北海道、東日本

STELLA CUBE
（10→11行）

東北、富山、きらぼし
但馬、神奈川、仙台、
名古屋、福邦、長野、
きらやか、清水

BeSTAcloud
（9行）

荘内、北都、福岡中央、
長崎、佐賀共栄、南日本、
豊和、宮崎太陽、沖縄海宝

りそなHD
（2行）

関西みらい、みなと

Banks’ware
(2行）

肥後、みちのく

次世代オープン勘定系
(1→3行）

静岡、滋賀、京葉

NEXTBASE
(11行）

三十三、北日本、
大東、栃木、
大光、静岡中央、
中京、トマト、
香川、徳島大正、
高知

PROBANK
(3→0行）

東邦→TSUBASAへ、
清水→STELLA CUBEへ、
西京→BankVisionへ

BankVision
（10→11行）

山梨中央、北國、スルガ、
大垣共立、百五、紀陽、
鹿児島、筑邦、佐賀、
西京

単独
（3→2行）

伊予、島根、
北洋→TSUBASAへ

日本IBM
（ 25行→26行）

NTTデータ
（ 39行→40行）

日立製作所
（ 15行→16行）

単独
（1→0行）

京葉
→次世代オープン勘定系へ

富士通
（ 7行→3行）

BIPROGY (旧 日本ユニシス)
（10行→11行）

NEC
（3行）

単独
（1行）

福島

単独
（3行）

沖縄、愛媛、東京スター

単独
（4→3行）

群馬、東和、富山第一、
滋賀
→次世代オープン勘定系へ

※各行開示情報より当行にて集計

今後基幹系システムの変更が予定されている銀行

変更前（現在） 変更後（予定）
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TSUBASA Smile ・ ペーパーレスシステム
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マスタ タイトルの書式設定 第１４次 中期経営計画

ＮＥＸＴ ＳＴＥＰ ２０２３

～未来へ、つながる・超える～

動画視聴

17

動画をご視聴下さい



マスタ タイトルの書式設定 第１４次 中期経営計画

ＮＥＸＴ ＳＴＥＰ ２０２３

～未来へ、つながる・超える～

本部集中化・TSUBASA事務共同化

さらに効率的な事務処理体制の構築へ

18

本部集中化・
TSUBASA事務共同化



マスタ タイトルの書式設定

19

本資料に関するご意見、ご感想、お問い合わせは
下記ＩＲ担当までお願いいたします。

株式会社 千葉銀行経営企画部（ＩＲ担当）

Tel : 043-301-8459
Fax: 043-242-9121

E-Mail: ir@chibabank.co.jp

本資料は、情報の提供のみを目的として作成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘
するものではありません。
本資料に記載された事項の全部又は一部は予告なく修正又は変更されることがあります。
本資料には、将来の業績にかかる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を
保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境
の変化等により異なる可能性があることにご留意ください。


